
東日本大震災 震災復旧・復興業務 
港湾埠頭岸壁 路面下空洞電磁波レーダー探査・解析 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■はじめに 
本調査は、平成 23年 3月 11日に発生した東日本大震災によって沈下、陥没等の被災を受けた、港湾埠頭岸壁
の岸壁エプロン部舗装版下の空洞化状況を非破壊手法のひとつである電磁波レーダー探査法により把握を行っ

たものである。 

震災復旧・復興業務における電磁波レーダー探査法の特徴と主な用途 
■特徴 
＜非磁性体の内部及びその深部を非破壊で、断面図として得られるので摘要できる用途は広い＞ 
1. 探査測線長は、約 2㎞／日の測定が可能であり、広範囲な調査に対応できる。 
2. 測定データはリアルタイムで表示されるため、現地でおおよその判断が可能である。 
3. 従来のボーリング等の調査と比較し、点情報ではなく線情報から面的情報として把握できる。 
4. 深度 2.5m程度までの探査が可能である。 
5. 他の非破壊手法と比較して、迅速性及び、経済的にも優れている。 
 
■用途 
1. 液状化及び地下構造物破損による土砂流出入が起因となる路面下空洞探査 
2. 金属・非金属管の地中埋設管探査 
3. 地震による不同沈下及び、津波による引き潮に伴う土砂流出による護岸・堤防下空洞探査 
4. その他の活用については、別途問い合わせをお願いします。 



・探査フロー（実例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・電磁波レーダー探査の原理 

探査概念図に示すように、電磁波レーダー探査法は、放射された電磁波が電気的物性値の異なる境界面におい

て反射、屈折、散乱する性質を利用する探査方法であり、送信装置（アンテナ）から電磁波を送信し、物性境界

面からの反射波を観測することで、その観測記録から地中の物性境界面の分布を推定しようとするものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
探査概念図 
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洞が存在する場合は、振
幅が大きく、多重反射が
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・探査装置概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・探査結果 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

探査装置の主な仕様 

コンクリートと空洞（空気）は比誘電率の差が比較的大きいため、

空洞が生じている場合は強い反射波が生じる。 

今回の探査では、コンクリート舗装版直下から空洞と推察される負

極性の強い反射波が捉えていることがわかる。 

図の右側に表示されている深度は比誘電率（εr）=9.0（一般的な

コンクリートの誘電率）として算出した深度であるため、空洞深度

とは異なる。空洞に換算する場合、表示深度の 3倍程度となる。 

変状位置、空洞位置を平面図に記載し、空洞分布図とした。

探査装置は、コントロールユニット（装置

本体）、アンテナユニット、画像出力装置で

構成されます。 

装置は、探査深度や対象物に応じてアンテ

ナを選定することが必要となります。アンテ

ナは送信する電磁波の中心周波数によって

数種類に分かれ、探査深度は、送信周波数が

低いほど深く、送信周波数が高いほど浅くな

ります。また、分解能は送信周波数が低いほ

ど大まかであり、送信周波数が高いほど詳細

になります。 

電磁波レーダー探査画像例 
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舗装直下の空洞箇所 

空洞深さ：20～40cm 程度 

目地部 
コンクリート内部鉄筋 
（コンクリート表面直下の
凸型が、鉄筋からの反射波
で、測線全てに確認でき
る。） 
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